
2013 年 11 月吉日 

「第１回 大阪周産期研究会」のご案内 

謹啓 時下先生におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 
この度、第１回「大阪周産期研究会」を下記のごとく開催させていただきます。 
ご多忙中とは存じますが、万障お繰り合わせの上ご参集賜りますようお願い申し上げます。 

謹 白 
大阪周産期研究会 
代表世話人  古山 将康 

記 
日 時 ： 平成 25 年 11 月 22 日（金） 19 時 00分～20 時 30 分 

場 所 ： スイスホテル南海大阪 8 階 （孔雀）  

大阪市中央区難波 5 丁目 1 番 60 号 TEL 06-6646-1111 
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※当日参加費 1,000 円を徴収させて頂きます。 

※本会終了後、情報交換会を準備しております。 

※日本産科婦人科学会専門医 10 単位・日本産婦人科医会研修シールを交付致します。 

共催 大阪周産期研究会 あすか製薬株式会社 

学術講演 「甲状腺疾患による早産リスクについて」 

あすか製薬株式会社 学術情報マネジャー 鈴木佳子 

― 母体搬送の送り手側の立場から ― 

― 母体搬送の受け入れ側の立場から ― 

座長 ： 大阪市立大学大学院医学研究科 女性生涯医学 准教授 橘 大介 

１．「市立柏原病院の周産期状況」 

市立柏原病院 産婦人科  久川 豊 

２．「当院における母体搬送における問題点」 

大阪市立十三市民病院 産婦人科  中田 真一 

３．「済生会千里病院産科の現状について」 

大阪府済生会千里病院 産婦人科 大上 健太 

４．「当院における産科紹介患者の実態」 

大阪市立住吉市民病院 産婦人科 中村 哲生 

５．「母体搬送受け入れの立場から」 

泉大津市民病院 産婦人科 山内 真 

６．「子癇のため緊急搬送後、重症肺水腫も併発が診断されＩＣＵで重症管理を要した 

HP-EO 症例から見る地域周産期救急医療体制の問題点」 

大阪市立総合医療センター 産科 西本 幸代 

７．「当院における搬送システムの検討と問題点」 

大阪市立大学大学院医学研究科 女性生涯医学  北田 絋平 


